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Ⅰ 一般会計決算 

（１）決算収支の状況  

 

 

 

＜概況＞ 

 一般会計の決算額は、歳入が 10,442 億円で前年度比 252 億円の減少（△

2.4％）、歳出は 10,043 億円で前年度比 273 億円の減少（△2.7％）となった。 

また、歳入歳出差引額（形式収支）は、399 億円と前年度比 21 億円の増加

（+5.7％）、翌年度に繰り越すべき財源は、200 億円と前年度比 14 億円の増加

（+7.6％）、実質収支は 199 億円と前年度比 7 億円の増加（+3.8％）となった。 

 

決算額は令和 2 年 7 月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症対策関係経

費等の増により、過去最大となった令和 3年度決算に次ぐ規模となった。 

（図１） 
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 図 １ 

 

・平成２８年度～平成３０年度は、熊本地震に伴う復旧・復興関係経費等により拡大 

・令和２年度～令和４年度は、令和２年７月豪雨災害及び新型コロナウイルス感染症対策

関係経費等により拡大 

 

 図 ２ 
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（２）歳入の状況  

 

 

＜概況＞ 

  歳入の決算額は 10,442 億円で、前年度比 252 億円の減少（△2.4％）となっ

た。 

決算額のうち、自主財源は 4,159 億円と前年度比 72 億円の増加（+1.8％）、

一方、依存財源は 6,283 億円と前年度比 324 億円の減少（△4.9％）となった。 

  その占める割合は、自主財源が 39.8％、依存財源が 60.2％である。 

 

＜ポイント＞ 

歳入の主な増加要因 

① 「07 繰入金」（+111 億円） 
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・県債管理基金繰入金の増加（+88 億円） 

② 「10 地方譲与税」（+44 億円） 

・法人関係税の増収に伴う特別法人事業譲与税の増加（+44 億円） 

 

歳入の主な減少要因 

① 「15 県債」（△263 億円） 

 ・臨時財政対策債の減少（△233 億円） 

② 「12 地方交付税」（△107 億円） 

  ・R3 年度に措置された臨時財政対策債償還基金費が R4 年度は措置されな

かったもの。 

 

（３）歳出の状況  

 

 

＜概況＞ 

歳出の決算額は、10,043 億円で前年度比 273 億円の減少（△2.7％）となっ

た。 
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＜ポイント＞ 

歳出の主な増加要因 

① 「04 衛生費」（+133 億円） 

・新型コロナ感染症患者等入院病床確保事業の増加 （+52 億円） 

・軽症者等療養支援体制整備事業の増加 （+23 億円） 

② 「12 公債費」（+78 億円） 

・公債管理特別会計繰出金の増加 （+59 億円） 

  ・起債償還元金の増加  （+24 億円） 

 

 歳出の主な減少要因 

① 「02 総務費」（△246 億円） 

・県債管理基金積立金の減少 （△271 億円） 

② 「07 商工費」（△122 億円） 

・営業時間短縮要請協力金事業の減少 （△216 億円） 

 

（４）翌年度繰越の状況  
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＜概況＞ 

  繰越額は 1,616 億円で、前年度比 578 億円の減少（△26.3％）となった。 

  新型コロナウイルス感染症に伴う明許繰越の減（△346 億円） 

  令和 2年 7月豪雨災害に伴う繰越の減（明許：△205 億円、事故：△116 億円） 

  新型コロナウイルス感染症を理由とした明許繰越の増（＋127 億円） 

 

（５）不納欠損の状況 

 
 

＜概況＞ 

不納欠損額は 2億円で、前年度比 0.5 億円の減少（△21.4％）となった。 

  内訳は、県税が 95.2％を占めている。 

 

（６）収入未済額の状況  

 
 

＜概況＞ 

収入未済額は 23 億円で、前年度比 0.6 億円の増加（+2.7％）となった。 

内訳は、県税が 66.1％を占めている。 
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（７）不用額の状況  

 

 

＜概況＞ 

  不用額は 612 億円で、前年度比 24 億円の減少（△3.8％）となった。 

予算に占める割合は 5.0％で前年度より 0.2％の増加となった。 

  

＜金額が大きいもの＞ 

① 「11 災害復旧費」（199 億円） 

・なりわい再建支援事業  （124 億円） 

・現年林道災害復旧事業  （18 億円） 

② 「07 商工費」（89 億円）  

・営業時間短縮要請協力金事業（64 億円） 

・中小企業金融総合支援事業 （6 億円） 
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Ⅱ 特別会計決算 

 

（１）決算収支の状況  

 

 

＜概況＞ 

特別会計全体の決算額は、歳入 3,241 億円で前年度比 130 億円の減少（△

3.9％）、歳出は 3,096 億円と前年度比 130 億円の減少（△4.0％)となった。 

実質収支は 141 億円で、前年度比 2 億円の減少（△1.5％）となった。 

   

 

＜ポイント＞ 

（１）歳出額が増加した主な会計 

「12 高度技術基盤整備事業等特別会計」（+6 億円） 

・工業用地売却収入の増による繰出金の増 

 

 

（２）歳出額が減少した主な会計 

「14 公債管理特別会計」（△71 億円） 

・借換債の元金償還額の減等 
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（２）会計毎の歳入歳出決算状況 
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（３）翌年度繰越の状況  

 

 

（４）不納欠損の状況 

 
 

（５）収入未済額の状況  

 

中 小 企 業 振 興 資 金

母 子 父 子 寡婦 福祉 資金

港 湾 整 備 事 業

育 英 資 金 等 貸 与

林 業 改 善 資 金

沿 岸 漁 業 改 善 資 金

合 計

特 別 会 計 名

R4年度 R3年度
対  前  年  度  増  減

（A）

金　　額 金　　額 (Ａ)－(Ｂ) = (Ｃ)

45 43 2 4.9

（単位：百万円）

（B） 金　　　額 比　　　率

2,979 3,062 △ 82 △ 2.7

 (Ｃ) ／ (Ｂ)

3 3 0 19.8

8 10 △ 2 △ 20.2

164 145 18 12.9

3,224 3,287 △ 63 △ 1.9

22 22 0 △ 1.1
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（６）不用額の状況  
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